
令和４年５月  

岐阜高等学校長  

 

気象警報が発表されている場合の登校・下校について 

 

本校の非常変災時における対応方針は以下のとおりですので、お知らせいたします。  

 

登 

校 

前 

以下の（１）（２）（３）のいずれかで気象警報などが発表されているときは、下記の（ア）

（イ）（ウ） に従う。気象警報とは、従来の「暴風」に加えて、「大雨」「洪水」「大雪」「暴風

雪」などである。 

（１） 岐阜市（岐阜高校所在地） 

（２） 自分の居住地 

（３） 通学経路 

 （ア）午前６時３０分までに気象警報が解除されたとき 

  通常通り授業を行う  

 （イ）午前６時３０分から午前１１時までに気象警報が解除されたとき  

  自宅待機し、解除後２時間を経てから授業開始  

 （ウ）午前１１時以降に気象警報が解除されたとき  

  当日の授業は中止（休校） 

保護者が、気象警報の発表が予想されたり、登校に危険な状態（道路の冠水、河川の増水、土

砂災害警戒情報等）と判断した場合や交通機関の停止、自宅の被害が著しい場合は自宅待機し

てよい。この場合は、必ず学校に連絡すること。 

登 

校 

途 

中 

（１） 気象警報の発表を知った時点で、原則として直ちに帰宅し、学校へ連絡する。  

（２） 時間的・地理的に学校の方が近く、安全を確保しやすい場合は登校し、学校にて待機 

してもよい。 

（３） 上記（１）（２）以外で、安全な場所に避難してもよい。この場合は、必ず学校に連絡 

すること。 

登 

校 

後 

（１） 警報発表中、及び警報発表が予想される場合は、原則学校待機とする。  

（２） 警報発表による学校待機の場合は、帰宅は原則警報解除後とする。  

（３） 警報発表による学校待機の場合でも、安全と判断した場合は帰宅させる。  

（４） 上記（３）の場合は、自宅に到着したことを学校へ連絡する。（帰宅確認）  

（５） 下校時刻が通常から変更になる場合や家族の迎えが必要な場合は、すぐメールなどで 

学校から家庭へ連絡する。  

 


